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A −23　「ボ ケ モ ン 」視聴 に よ り光感受性発作を

　　　　 起 こ し た患 児 の 閃光賦 活脳波所見 に お よ

　　　　 ぼす ビデオ ゲーム の 影響

　　　　
一

ビデオゲーム て ん か ん患児 との 比較一

北 里 大学医学部小児科

A −24　 TV または TV ゲ
ー

ム に て初回無熱性け い

　　　　　れ ん をお こ し た 2（珂列の 臨床脳波学的検 討

福岡大学医学部小児科

○砂押　渉 ，三 浦寿男 ，白井宏幸，細 田 の ぞ み ，

　島貫　郁，武井研 二 ，片山文彦 ，岩崎俊之

○友 田 靖子 ，満留 昭 久 ，大 府 正 治 ，小 川　厚

【目的 1 「ボケ モ ン 1 視聴に より光感受性発作を起 こ した

患児 を対象に、ビ デ オゲーム 操作前後の 脳波所見と くに 閃

光賦活脳波所見に っ い て 検討 した。

【対象な らびに 方法】対象 は、　「ボ ケモ ン 1 視聴中に 光感

受性発作 を生 じ、 本院な らび に 関連病院を受診 した年齢 9
〜15歳 （平均10歳 ）の 男 子 3名、女子 3名の 計 6例 で 、い

ずれ も初発発作 で、2名 は複雑部分発作、4名 は全般性強

直間代発作をホ した ．ビ デ オゲーム 負荷脳波検査 は、下記

の ビデ オ ゲーム て ん かん 患 児を対象 に した もの と同
一の 方

法で 行 い 、 ビデ オゲーム機器 と して 、赤 い線画の 画像が立

体的 に見え るバ ーチ ャ ル ボーイ （任 天堂） を、ソ フ トと し

て マ リオ クラ ッ シ ュ Ver．4 （任天堂 ） を用い た。閃光賦活

に は賦 摺効果 を高 め るた め に赤色 ブ イル ターを用い、バ ー

チ ャ ル ボーイ を3吩 間操作する前後 の 閃光賦活脳波所見の

変化 を比 較 した。閃光 賦 活脳 波 記録 を行 う1こ際 して は、本

人 な らびに 保護者か ら文書 で同意 を得た 。

【結果】バ ー
チ ャ ル ボー

イ操作前 に 突発性発射を認め た 2

名 の うち、1名で は操作後に 突発性発射の 出現頻度が増加

したが 、 1名で は出現頻度 は変わ らなか っ た 。 他の 4名で

は、操作前後と もに 突 発性発射を認 め な か っ た 。

【結論】無治療の ビデオ ゲーム て ん か ん 患児 5 例を対象と

した検討 （第2了回 日本小児神経学会関東地方会）で は、ビ

デオゲーム 負荷に よ り、全 例で 明 らか に 閃光 賦活効果が増

強された。すな わち、バ ー
チ ャ ル ボ

ー
イ操作前に 突発性発

射を認め なか っ た 3名全 員で 操作後 に突発性発射が 明瞭に

出現 し、他の 2名で は 操作後 に突発性発射の 出現頻度 が増

加 した。これ と は対照 的に、 「ボ ケモ ン」 視聴 に よ り光感

受性発作を起 こ した今回の 対象で は 、
バ ーチ ャ ル ボーイ負

荷後 に 赤 色閃 光 賦活 で 突発性発 射が 増 強 した もの は 6名中

1名の み で あ っ た 。 こ れ は、低輝度、赤青反復全視野刺激

の 「ボケ モ ン」 視聴の ほ うが、一
般の ビデ オ ゲ

ー
ム よ りも

光 賦活効 果が高 か っ た こ とに よ る と考え られ た。

【目的】TVで初回無熱性けい れんをお こ した群 （TV群）と

TVゲー
ム で初回無熱性けい れん をお こ した群 （TVゲー

ム 群）

の 臨床像、脳波所 見、治療経過 に 関 して 比 較検討 した 。

【対象ならび に 方法】対象はTVア ニ メ番組 1ポケ ッ トモ ン

ス タ
ー

」 で 初回無熱性けい れん をおこ した 13例 （TV群） と

TVゲームで 初回無熱性けい れん をおこ した 7例 （TVゲーム

群〉。TV群は男 8例女 5例、年齢8−17歳 （平均12．5歳）。

TVゲー
ム 群 は男 7例 、 年齢ユ｝

− 18歳 （平均 13．9歳） 。 い ず

れの 群も発育発達 は正 常で 、神経学的所見は異常は な い。

方法は臨床像、脳波所見、治療経過を検討 した。脳波は、

L 一
般 脳波 （安静閉眼、睡眠賦活、過呼吸賦活）2．光刺激

（Grass社製PS−33 また は NEC脳波計） 3．　TVゲー
ム 中の 脳波

（TV ゲ
ーム 群の み ） を記録 した 。

【結果】臨床発作は 全身性強直性間代性 けい れん 19例、二

次性全般化 2例、意識減損 1例、ミオク ロ
ー

ヌ ス 1例。脳

波 所見 は、全例光突発反応 （以下PPR と略す 。 ）を認め た。

また 、

一
搬 脳波および 光刺激で 突発性発射をみとめた群（A

群） とPPR の み の 群（B群） に 分けられた 。
　 A 群はTV群 10例、

TVゲーム群 3例、　 B群はTV群 3例、　TVゲー
ム 群 4例で あ っ

た 。 TVゲーム 群は全例TVゲー
ム 中の 脳波記録 で突発性発射

を認 め 再現性を確認 した 。 そ の 後の 経過観察 に よ り、TVゲ

ーム 群で はA群 は治療群（抗けい れん 剤投与）となり、B

群 は未治療群 （ゲーム 中止の み）とな っ た。TV群 は経過観

察中で あ る 。

【考案】 今回検討 した20例は 全例光過敏性を呈 した。一
般

脳 波お よ び光刺激で突発性発射をみ とめた A群は覚醒時大

発 作て ん か ん、若年性 ミオ クロ ニ
ー

て ん か ん、後頭葉 てん

か ん な どが鑑別に あげられた。B群 は光過敏性の 高い
一次

性の 光過敏性て んか ん が考えられた。

108

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


